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 本研究は千年村プロジェクトに基軸を置くものである。 千年村プロ

ジェクトとは千年間を基準とした持続する集落地域を千年村と名づ

け、 その収集分析と存続のためのアセスメントの開発を目的としてい

る。 1 長い存続の歴史を持ち、 様々な圧力を受けつつも、 歴史的

特性を保持し続けてきた空間の立地には経済的基盤、 生産性や

防災性が考慮され、 持続的で土地固有のシステムがすでに育まれ

てきたと考えている。 しかし、 そのような性格は突出した文化財的

評価の対象としてではなく、 むしろ健全な日常的国土を支えている。

　第一稿では、 地名を用いた沖縄における持続的集落地域の抽出

方法とその結果について述べる。 第二稿ではアイヌ語地名から見る

持続的集落地域の抽出とそれに基づく考察について述べる。 第一

稿、 二稿は、 2014 年度建築学会大会にて報告した 「千年村研

究その 1」 ２および 「千年村研究その 2」 ３における手法を展開した

ものとなっている。 千年村プロジェクトにおける新たな地域のプロット

と該当地域の特性を検討した結果を報告した。

１ 本研究について　　　　　　　　　　　　　　　　 

　本稿では沖縄において、長期にわたる存続が確認でき、

かつ現在においても存続している可能性のある集落地域

を文献を用いて抽出する手法を報告するとともに、抽出及

び可視化を行った結果を示す。

２ 古琉球由来の集落地域を文献および先行研究から抽

出する方法

２- １抽出に用いる資料とその先行研究

□『おもろさうし』について

　『おもろさうし』は、沖縄において琉球方言で伝承され

た祭式歌謡であるオモロを収録した歌謡集である。沖縄

における文献資料としては最古のものである。嘉靖 10 年

（1531 年）から天啓 3 年（1623 年）にかけて首里王府４に

よって編纂され、全 22 巻に及び、収録されたオモロは総

数 1554 首 に の ぼ る。

オモロの中には、当時

の地名が多く謡いこま

れており、『おもろさ

うし』は地名資料とし

ても価値を持つもので

ある。

□『角川地名大辞典 47 沖縄』について

 『角川地名大辞典』は、1978-90 年にかけて刊行された日

本全国の地名に関する辞書であり、日本全国の地名につい

て、地名の由来と沿革、歴史等を紹介している。『角川日

本地名大辞典巻 47 沖縄県』５（以下、『角川 47 沖縄』とする）

は 1986 年に刊行され、当時の沖縄における地名が収録さ

れると同時に、近代・近世における地名も記載されている。

さらに、『おもろさうし』記載の地名に関する項目があり、

既往研究に基づいて、当時のひら仮名表記の地名・比定さ

れる現在地・関連するオモロの例などが記述されている。

□先行研究と本研究の位置付け

　『おもろさうし』と地名に関する既往研究として、『おも

ろさうし辞典 - 総索引』６に掲載されている仲原善忠７に

よるプロット地図が挙げられる。この地図は『おもろ新釈』
８に取り上げた 140 首の地名を地図上にプロットしたもの

である。これらは『おもろさうし』にみられる地名の一部

を可視化したものであり、『おもろさうし』における地名

研究の下地として作成されたものである。他の『おもろ

さうし』と地名に関する既往研究としては、竹内重雄氏９

や嘉手苅千鶴子氏 10 の研究があるが、これらの研究は『お

もろさうし』に記載された様々な地名の分布をもとに、『お

もろさうし』の編纂の傾向を分析し、当時の沖縄の社会を

考察するものである。本研究は『おもろさうし』記載の地

名の中でも、特に集落地域を抽出し、それら集落地名の現

在地比定の既往研究を再び整理し完備した。これにより、

沖縄において長期的存続が確認でき、かつ現在も存続して

いる可能性がある集落地域を発見することを目的として

いる点に新規性がある。

２- ２ 抽出の対象および抽出した集落地域の性格

□抽出の対象

 本研究では『角川 47 沖縄』の中に収められている『お

もろさうし』記載の地名を抽出の対象とした。前述の通

り、上記辞典には、『おもろさうし』にみられる地名に関

する情報が記載されているが、歌謡集であるという性質

上、様々な意味の地名が混在している状態である。つまり、

集落、小字、間切、島・諸島、拝所・御嶽といった異なる

範囲を示す地名が混在して記されているという事である。

本研究ではこれら地名のうち、集落を抽出の対象とした。

□抽出した集落地域の性格

　ここで『おもろさうし』に記載の地名の成立時期につい

て既往研究から考察する。『おもろさうし』が編纂された

のは嘉靖 10 年（1531 年）から天啓 3年（1623 年）の間で

ある。編纂の時期よりも早い時期に「おもろ」が確認され

文字に定着したことを考えると、これらの地名は、薩摩藩

の琉球侵攻（1609 年）により沖縄が日本本土の幕藩体制

下にとりこまれ、近世的な行政村へと変化する以前の古琉

球期の社会背景下で存在していた共同体であると考えら

れる。11 以上より本研究にて抽出される集落地域は、古琉

球の社会下において共同体を占める空間が存在し、それが

現在まで存続した可能性のある地名である。

図１.尚家本『おもろさうし』
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２- ３ 地名の類型化の方法

□類型化の手順

　次に、地名の類型化のプロセスについて述べる。『角川

47 沖縄』に収録されている『おもろさうし』に記載の地

名を全てリスト化し、記述に基づいた分類を行った。比

定の精度によ

る分類に関し

ては、千年村

プロジェクト

の既往研究に

基づき分類を

行 っ た。12 図

２にそのプロ

セスを示す。

　第一段階として、地名の意味による分類を行った。上

述の通り、『おもろさうし』記載の地名は、異なる範囲を

示す地名が混在する

ため、上記辞典の記

述に基づき、それら

のうち集落名を表す

地名を抽出した（表

１）。

　第二段階として、地名の意味による分類により抽出した

集落名を対象に、上記辞典内の『おもろさうし』記載の地

名の項目に記載された現在地比定に関する記述に着目し、

比定の精度による分

類を行った（表２）。

これらの分類は千年

村プロジェクトの既

往研究に基づく。字

にあたる地名を地図

上にプロットし可視

化を行った（図３）。

３ プロットから見る古琉球由来の集落地域の立地傾向   

 抽出した古琉球期から存続してきたと考えられる集落地

域を可視化したプロット地図と地質図との照合を行った。

この分析の結果、基本的に『おもろさうし』から抽出で

きる古琉球期から存続してきたと考えられる集落地域は、

成立年代の異なる地質の境界部に位置する場合が多い事

が確認できた。この傾向は他地域の千年村候補地にも共通

して見られる事である。13

４ まとめ   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

　本研究を通して、『おもろさうし』および『角川 47 沖縄』

という文献資料を用いて、沖縄における長期にわたる存続

が確認でき、かつ現在においても存続している可能性のあ

る集落地域を発見する手法を示した。これら集落地域はあ

くまで長期的持続が認められる可能性のある候補地であ

り、今後悉皆的な調査による現況の把握を行うことが求め

られる。また、本研究で抽出した集落地域は『おもろさう

し』に収録された範疇の候補地であり、他にも長期にわた

る存続してきた集落地域が存在する可能性は十分にある

と考えられる。

※本研究は2015年度文部科学省科学研究費助成基盤研究( 

B )「国土基盤としての < 千年村 > の研究とその存続のた
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に『おもろさうし』の研究で知られる。8仲原善忠『おもろ新釈』( 琉球文教図書 ,1957 年 )9
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表１．地名の意味による分類

表２．比定の精度による分類

図４.沖縄本島南部における集落地域のプロット図

図２.類型化のプロセス

図３.沖縄本島全域のプロット図
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